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研究課題名：交流高温超伝導マグネットと共鳴ビーム取出しを応用した加速器駆動核変換

システム用革新的円形加速器の先導研究開発

代表研究者（研究機関名）：雨宮 尚之（京都大学） 
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項 目 要  約 

１．研究の概要 放射性廃棄物の有害度を低減する加速器駆動核変換システム（以

下「ＡＤＳ（Ａｃｃｅｌｅｒａｔｏｒ Ｄｒｉｖｅｎ Ｓｙｓｔｅ

ｍ）」）の実用化に向けて、小型・低消費電力で、安定した陽子ビ

ームを原子炉に供給できる革新的円形加速器の実現を目指し、その

プロトタイプ開発の見通しを確立するため、具体的かつ定量的な全

体目標として、１．５ＭＷ（ビームエネルギー１．５ＧｅＶ、ビー

ム電流１ｍＡ）、消費電力５．０ＭＷの加速器駆動核変換システム

用円形陽子加速器の実現見通し確立を目的として、以下の研究開発

を行う。 

１）交流高磁界を低消費電力で発生可能な高温超伝導マグネット

の研究開発

２）低加速消費電力・高ビーム出力加速器システムの研究開発

３）高繰り返し運転共鳴ビーム取出し装置の研究開発

２．総合評価 
Ａ

ＡＤＳを実現に資する、小型・低消費電力の円形加速器のプロト

タイプを開発するため、モデルにより基礎特性の評価、理論解析に

よる設計研究が進められたことは評価できる。 

Ｓ）極めて優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）一部を除き、相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 


